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平成25年6月号６月の安全運転のポイント

近年、ゲリラ豪雨や地震などの災害が頻繁に発生しており、いつ、どのような形で、そのような事態

に巻き込まれるかわかりません。そこで、走行中に豪雨や地震などの緊急事態に陥った場合に、どのよ

うな対処をしたらよいかをまとめてみました。

①　視界を確保するためワイパーを最速にして作動させま

　しょう。それでも雨滴が拭い切れない場合、走行を続け

　ると危険なため、安全な場所に車を止め、豪雨がおさま

　るまで待機しましょう。

②　海岸や河川の近くを走行すると、高波や河川の氾濫に

　巻き込まれる危険がありますから、できるだけ避けまし

　ょう。また、危険を感じたら速やかに高台に避難しまし

　ょう。

③　集中豪雨によって、鉄道や高速道路などの高架下が冠

　水することがあります。このような場所を強引に通過す

　ると、エンジン内やマフラーに浸水し立ち往生してしま

　う危険がありますから、冠水箇所はできるだけ避けて走

　行しましょう。

豪雨のとき

①　冠水場所から脱出することを最優先に考えましょう。

②　冠水場所で立ち往生してしまった場合は、すぐにエン

　ジンを止めて車から脱出し、安全な場所に退避しましょう。

　このとき、急いで駆け出したりすると水深の深い場所に

　足を取られる危険がありますから、ゆっくりと足で水深  

　を測りながら歩くようにしましょう。

③　冠水場所等に水没し、ドアが開かなくなった場合は、

　自動車専用の脱出用ハンマーを使ってドアガラスを割り、

　脱出します。そのため脱出用ハンマーを車内に常備して

　おくとよいでしょう。

冠水場所に侵入したとき

　走行中に雷が発生したときは、車外に出るのは危険です

から、車の中にとどまっておくようにします。また、雷鳴

時に運転を継続すると、落雷の音や稲光に驚いて運転操作

を誤ったり、落雷が気になって周囲への注意が欠けるおそ

れがありますから、安全な場所に停車して、雷雲が通り過

ぎるのを待つようにしましょう。

雷が発生したとき
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緊急地震速報が出されたとき

　走行中に大地震が発生したときは、次のような措置をとり

ましょう。

①　左に寄せて停止する

　　急ハンドルや急ブレーキを避け、ハンドルをしっかりと

　握ってゆっくりと減速し、ハザードランプを点滅させてで

　きるだけ道路の左側に寄せて停止しましょう。そばに大き

　な建物がある場所は避けましょう。

②　カーラジオ等で情報を収集する

　　揺れが収まるまで車外に出ないようにし、カーラジオな

　どで地震情報や交通情報を聞いて、正確な情報を得るよう

　にしましょう。その後、得た情報に応じて適切に行動しま

　しょう。

③　引き続き運転するときは障害物などに注意する

　　引き続き運転をするときは、道路の損壊や信号機の作動

　停止、道路上の障害物などに十分注意しましょう。

④　車を道路外の場所に移動する

　　車を置いて避難するときは、できるだけ道路外の場所（空

　地や駐車場など）に移動しておきましょう。

　　やむを得ず道路上に置いて避難するときは、道路の左側

　に寄せて駐車し、エンジンキーを付けたままにして、窓を

　閉め、ドアロックはしないようにします。

　　なお、駐車するときは、避難する人の通行や災害応急対

　策の妨げになるような場所には駐車してはいけません。

⑤　避難のための車の使用は原則禁止である

　・津波から避難するためやむを得ない場合を除き、避難の

　　ために車を使用しないようにしましょう。

　・津波から避難するためやむを得ず車を使用するときは、

　　道路の損壊、信号機の作動停止、道路上の障害物などに

　　十分注意しながら運転しましょう。

緊急地震速報が出されたときや大地震が発生したとき

　走行中に、走行している地域に緊急地震速報が出されたと

きは、周囲の状況に応じて、あわてることなく非常点滅表示

灯を点灯するなどして周囲の車に注意を促してから、急ブレ

ーキを避け、ゆるやかに速度を落としましょう。

大地震が発生したとき
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